














渡 辺 功 雄
l 序論
~酸 化物高温超伝 導体 La2,-xBaxCu04 は 1986年､ J.G.8edonorz､ K.A.rluHer
とによ って発見 された1)｡ 超伝 導転移点 T〔は的 30K であ t)､ それ まで最 高の
Tc を持 つ Nb3Ge (Tc=23･2K)を上回るものであ った｡ LaZCuO4-ゾ_(X=0)は
約 270kで Cuspi1が ac面内 に滴 うような反強磁性 降である｡ 反強 磁性 は, 酸
素を媒介と した､ Cu間の交換相 互件 用によって説明できる｡ Xを増 してい くとこ
の反強磁性秩 序は急速に壊 され､ 約 x=0.02 付近 で消失 する｡ 更に Xの値を増 し
てい くと X=0.05 付近 で超 伝導 が出現 する (図 1)｡ Laヲ十を Ba～十 に よって置換
するか､ 酸素欠損の童を変化させることに よって､ 系に供給 きれる電子が減少 し言､
holeが作 られ るっ La系におけ る反強磁性秩 序から超 fT=導への変化 は､ hole濃度
の変 化と関 係があ るもの と思 われる｡ 光電子分光之)､ X繰 吸収 3)の実験 よ り､ Cu
の電子状態 は hole が dope ざれでも Cu之+(3d9)の spin1/2の局在 した状態
であることか報告 されている｡ 酸化物高温建伝導 体において､ 磁気 モーメン トが
存在 しなか らも高い Tc を持 つ超 伝導の発現横桟 は､ 従来のBF;S理論の枠内 で
説明 で きるのかと言 う問題があ る｡ 我 々は､ CUの髄気モーメ ン トが､ 超 伝導状態
で spi1の大 きさを変えずに存在 しているのか､ また､ holeの dopingや酸素欠
描:=よる系の電子･li態, 磁気秩 序状態の変 lヒを調べ ることを目的に､
139Laの核四重極共鳴 (NQ R)測定 を行 ったら)｡
Ⅲ 実 験結果
･熱処理によ って酸素欠損の童 を変 化させた試料 を作 成 し､ J39La の NQRを観
測 した｡ イ酎孟で共鳴線は二つに分裂 してお り､ 内部磁場の存在 を示 す｡ これは､
反強磁性転移 L.た Cuspinが Lasiteに作る双極 子場の重ね合わせで説明 で き
る｡ 酸素欠損の童 が変 化 しても飽和内部院場が変 化 しないことから Cuspinの大
きさは変わ らないことがわか る く図2)｡ スピン-格子議和事 ~TI-1は enhanceさ
れ約 7k付近 で極大 を持 ち､ TN が低いほどより強 く enhance され る く図 3)｡
Xを変 化させて､ 緩和妾 を測定 したところ,､ 0･01≦X≦0･06Jの ような領域 におい
て､ 2-10K で T2-1 が発散､ も しくは極大 を持 つことを発見 した (図4)｡ この
議和寒の_極大､ 発散する温度 Tc'で相転移 が示 唆 され､ 反強磁性相 と超伝導相 と
の問に新 しい相 を考 えることが出来 る (図 1)｡ この相では､ Lasiteに内部磁
場が存在するので､ 磁気転移 を伴う｡ Aharo1y4) らに よってこの低塩での相 が
spi1苫lass相で あると言 う理論的な提唱がある｡ しか し∴ Lasiteに内部役場が
存在 することか ら､ Cuspinが spinglass記列は考え らjlない｡ また､ Tc'よ
り低塩領域で共鳴線 が低周波側へ ShiftL (図 5)､ 琴幅が急速に増大 して い く｡
この原因と して､ 内部磁場に よ･るものは考 え られ･ず､ 結晶構造の変 化や電荷分布
の変 化による Lasite での電場勾配の減少､ 非対称Jiラメー タの変 化に起因 する
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